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 ▶場面ごとの説明
① みなとくんと友だちのだいちくんとしんたろうくんは、海の近くを歩いていま
した。海の水が急に引いていきます。引き潮です。浜辺では、たくさんの魚
がぴちぴち跳ねています。

② 「見て ! 海の水が無くなっているよ」。しんたろうくんが気付きました。だい
ちくんは、「魚が取り放題だ。取りに行こうぜ !」と、はしゃいでいます。 

③ だいちくんとしんたろうくんは、堤防を乗り越えて、海辺に魚を取りに行こう
としています。みなとくんは、2人の腕をつかんで「○○○○○」

 ▶セリフの例
「行っちゃだめ」
「津波が来るよ」
「すぐ逃げよう」

 ▶発問例
・ 海から水が引いたのは、なぜですか？
・ みなとくんはどうして友だちを止めているのですか?
・ 地震の後に海から水が引いているのを見たら、どうしますか?

・ 海や川の近くにいる時に地震が起こったら、すぐに離れて、高い場所へ避難し
ましょう。

 ▶急な引き潮は、津波のサイン
・ 急に海の水が沖の方へ引いていくのを見たら、津波が来ると思いましょう。
・ 海の水が引いた後にたくさん魚がいて、取りたくなっても、すぐに逃げましょう。 
・ 津波は海から川へさかのぼってきます。川からもすぐに離れましょう。

 ▶引き潮のない津波もあるので油断しない
・ 津波の前に、必ず引き潮があるとは限りません。
・ 引き潮がなくても、地震の後は海や川へ近づかないようにしましょう。

■ 教訓シートの説明

■ 状況シートの説明

■ 東日本大震災の教訓
地震や津波はいつどこで起こるかわかりません。どこへ行っても高い場所がどこか常に確認するようになった
人もいます。また、「とにかく高い所へ避難する訓練が必要。頭でわかっていても動けなかった」「津波の予
測が外れることになったとしても、とにかく逃げることが大事」という体験談にあるように、常日頃から地震
の後は津波が来ると思って、訓練しておくことが大切です。
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